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A
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T
his

paper
discusses

w
hich

inflectional
ending

appears
w

hen
w

h
-

interrogatives
include

no
kakari-particle

in
C

lassical
Japanese.T

he
conclusions

draw
n

from
this

study
are

as
follow

s.

1
．

In
the

N
ara

period,the
dictionary

form
w

as
unexceptionally

used
and

such

usage
w

as
succeeded

by
H

eian-W
aka.

2
．

In
the

H
eian

period,
the

adnom
inal

form
becam

e
to

be
linked

to
nado

by

analogy
w

ith
its

linkage
to

nazo
and

ya/ka
.

3
．

In
the

prose
w

orks
of

the
H

eian
period,the

adnom
inal

form
,instead

of
the

dictionary
form

,w
as

generally
used

w
ith

w
h

-interrogatives.

索
引
語
（K

ey
w

ords）

疑
問
詞

疑
問
詞
疑
問
文

結
び

何
の
結
び

萩
原
広
道

〇

本
稿
の
目
的

次
例
（
1
）
〜
（
4
）
は
、
疑
問
の
係
助
詞
を
伴
わ
な
い
疑
問
詞
疑
問
文
で
あ
る

が
、（
1
）（
2
）
の
文
末
は
連
体
形
に
、（
3
）（
4
）
の
文
末
は
終
止
形
に
な
っ
て

い
る
。

（
1
）「
い
づ
こ
よ
り
入
り
来
つ
る
」
と
問
ふ
な
り
つ
る
は
（
紫
式
部
日
記
・
二

九
四（

1
））

（
2
）「
い
づ
ち
お
は
し
ま
さ
む
ず
る
」
と
問
へ
ば
（
今
昔
・
23
―

19
・
新
大
系
）

（
3
）
年
の
内
出
で
来
る
節
会
の
中
に
、
い
づ
れ
、
い
と
切
に
労
あ
り
。
定
め
申

さ
れ
よ
や
。（
う
つ
ほ
・
内
侍
の
か
み
・
四
一
三
）

（
4
）
起
き
て
ゆ
く
空
も
知
ら
れ
ぬ
明
け
ぐ
れ
に
い
づ
く
の
露
の
か
か
る
袖
な
り

（
源
氏
・
若
菜
下
・
④
二
二
八
）

こ
の
、
疑
問
の
係
助
詞
を
伴
わ
な
い
疑
問
詞
疑
問
文
の
文
末
に
、
連
体
形
、
終
止
形

両
形
が
存
す
る
現
象
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

周
知
の
よ
う
に
、
本
居
宣
長
は
『
詞
の
玉
緒
』（
一
七
七
九
年
刊
）
に
お
い
て
、

中
行
の
段
々
は

ぞ

の

や

何

の
結
び
辞
也
。
…
（
中
略
）
…

中
行
は
皆
。
つ
ね
に
は
つ
ゞ
く
辞
な
る
を
。
上
に

ぞ

の

や

何

の
て
に
を
は
あ
る
時
は
。
そ
の
結
び
と
な
り
て
。
切
る
ゝ
也
。（『
詞
の
玉
緒
』

巻
一
、
筑
摩
版
全
集
一
九
〜
二
〇
頁
）

と
し
て
、
何
（＝

疑
問
詞
）
の
結
び
を
中
行
（＝

連
体
形
）
と
考
え
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
萩
原
広
道
は
『
て
に
を
は
係
辞
弁
』（
一
八
四
九
年
刊
）
に
お
い
て
、

拾

石
見
が
た
な
に
か�

は
つ
ら
き
｜
つ
ら
か
ら
ば
恨
み
が
て
ら
に
き
て
も
み

よ
か
し

後

浅
茅
生
の
小
野
の
し
の
原
し
の
ぶ
れ
ど
あ
ま
り
て
な
ど
か�

人
の
恋
し
き

古

花
よ
り
も
人
こ
そ
あ
だ
に
な
り
に
け
り
い
づ
れ
を
さ
き
に
恋
ん
と
か�

見
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し

同

な
に
人
か�

き
て
ぬ
ぎ
か
け
し
｜
藤
ば
か
ま
く
る
秋
ご
と
に
野
べ
を
に
ほ

は
す

（
以
下
十
五
例
略
）

ツ
ヨ

カ
ヘ

コ
ト
ス
ヂ
カ
ヽ

右
の
哥
ど
も
。
・
印
つ
け
た
る
か
も
じ
よ
り
。
強
く
激
り
た
る
語
脉
係
り
ゆ
き

ア
ヂ

た
れ
ば
。
何
等
の
結
び
に
は
あ
ら
ず
。
か
の
結
び
な
る
こ
と
。
よ
く
〳
〵
味
は

ワ
カ

ひ
分
つ
べ
し
。（
勉
誠
社
文
庫
、
十
ウ
〜
十
一
ウ
）

の
よ
う
に
述
べ
て
、
宣
長
の
い
う
「
何
」
の
結
び
の
連
体
形
は
、「
何
」
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、「
何
」
に
伴
う
助
詞
「
か
」
に
よ
る
も
の
だ
と
指
摘
し
、「
か
」
を
伴

わ
な
い
（
1
）（
2
）
の
よ
う
な
例
は
、（
5
）（
6
）
の
よ
う
に
、
文
末
に
語
が
省

略
さ
れ
て
い
る
「
略
語
の
格
」
と
考
え
た
。

（
5
）
ひ
と
り
し
て
も
の
を
思
へ
ば
秋
の
田
の
稲
葉
の
そ
よ
と
い
ふ
人
の
な
き

コ
ト
ヨ

（
6
）
瀧
つ
瀬
の
な
か
に
も
淀
は
あ
り
て
ふ
を
な
ど
わ
が
恋
の
淵
瀬
と
も
な
き

コ
ト
ゾ

こ
の
広
道
の
考
え
は
、
疑
問
詞
疑
問
文
に
お
い
て
係�

り�

の
助
詞
「
か
」
の
存
在
を
発

見
し
た
点
で
た
い
へ
ん
重
要
で
あ
る
が（

2
）、（
1
）（
2
）（
6
）
の
よ
う
な
連
体
形
を
、

（
5
）
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
「
連
体
止
め
」（
山
田
孝
雄
の
「
擬
喚
体
法
」）
と
同

一
視
し
て
い
る
点
で
問
題
で
あ
る
。
私
見
で
は
、
中
古
散
文
に
お
け
る
、
疑
問
の
係

助
詞
を
伴
わ
な
い
疑
問
詞
疑
問
文
は
連
体
形
で
結
ぶ
の
を
常
態
と
し
て
お
り
、（
1
）

（
2
）（
6
）
の
よ
う
な
例
は
、
特
別
な
処
理
を
要
す
る
特
殊
な
例
で
は
な
い
。

（
1
）
〜
（
4
）
に
み
る
よ
う
な
、
疑
問
の
係
助
詞
を
伴
わ
な
い
疑
問
詞
の
結
び

に
つ
い
て
、
山
田
孝
雄
（
一
九
〇
八
）
は
、
疑
問
詞
が
疑
問
の
場
合
に
は
文
末
が
連

体
形
、
不
定
語
の
場
合
に
は
終
止
形
で
結
ぶ
と
し（

3
）、

小
杉
商
一
（
一
九
八
六
）
も
こ

れ
に
賛
成
し
て
い
る
が
、
此
島
正
年
（
一
九
七
二
）、
徳
原
茂
美
（
一
九
九
一
）
の

反
論
の
通
り
、
例
え
ば
（
3
）（
4
）
は
疑
問
で
あ
っ
て
、
不
定
語
と
し
て
「
ど
ち

ら
か
が
」、「
ど
こ
か
の
」の
意
で
は
な
い
。
ま
た
、
舩
城
俊
太
郎（
一
九
七
三
）は
、

疑
問
の
係
助
詞
を
伴
わ
な
い
疑
問
詞
疑
問
文
が
終
止
形
で
結
ぶ
の
は
、
和�

歌�

に�

の�

み�

み
ら
れ
る
特
異
な
用
法
で
あ
る
と
す
る
。
舩
城
の
主
張
は
結
論
と
し
て
正
し
い
と
思

う
が
、（
3
）
の
よ
う
な
散
文
中
の
用
例
の
指
摘
や
、
上
代
語
に
つ
い
て
の
記
述
が

な
い
。

一
体
、
こ
の
現
象
に
つ
い
て
は
、
本
居
宣
長
、
萩
原
広
道
以
来
関
心
が
も
た
れ
、

多
く
の
論
文
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
現
象
の
全
体
像
に
つ
い
て
、
精
確
な
実
態

の
記
述
は
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る（

4
）。そ
こ
で
、本
稿
は
、上
代
歌
謡
・
和
歌
、

中
古
和
歌
、
中
古
散
文
と
、
時
代
・
文
体
を
区
別
し
、
係
助
詞
を
伴
わ
な
い
疑
問
詞

疑
問
文
の
結
び
が
終
止
形
、連
体
形
の
ど
ち
ら
で
現
れ
る
か
、全
例
調
査
を
試
み
る
。

本
稿
で
対
象
と
す
る
用
例
は
、
次
の
基
準
の
す
べ
て
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

一
、
係
助
詞
を
伴
わ
な
い
疑
問
詞
疑
問
文
で
あ
る
こ
と
。

―
一

疑
問
詞
疑
問
文
で
あ
れ
ば
、
問
い
・
疑
い
・
反
語
の
別
を
問
わ
な

い
。

―
二

疑
問
詞
が
不
定
を
表
わ
し
て
い
て
、
疑
問
文
と
は
い
え
な
い
例
は
除

く（
5
）。むな

ご
と

―
三

「
空
言
を
い
か
な
り
と
言
ひ
て
」（
万
葉
集
・
二
四
六
六
）
の
よ
う

な
、
述
語
が
疑
問
詞
の
場
合
も
対
象
と
す
る
（
こ
の
例
で
は
疑
問
詞

の
結
び
が
終
止
形
の
例
と
す
る
）。

二
、
結
び
が
、
終
止
形
・
連
体
形
異
形
の
語
で
あ
る
こ
と
。

三
、
結
び
が
、
終
助
詞
を
伴
わ
な
い
こ
と（

6
）。

四
、
引
き
歌
の
一
部
分
で
は
な
い
こ
と（

7
）。

ま
た
、
本
稿
で
扱
う
疑
問
詞
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

疑
問
代
名
詞

た
れ
（w

ho

）、
何
（w

hat

）、
い
づ
れ
（w

hich

）
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誰

何

い
づ
れ

い
つ

い
づ
く

な
ど

い
か
な
り

い
く
―

終
止
形

2

1

1

連
体
形

誰

何

い
づ
れ

い
つ

い
づ
く

な
ど

い
か
な
り

い
く
―

終
止
形

1

8

14

2

2

1

11

連
体
形

1

1

10

疑
問
副
詞

い
つ
（w

hen

）、
い
づ
く
・
い
づ
こ
・
い
づ
ち
（w

here

）、
な
ど
・

な
ど
て
（w

hy

）、
い
か
な
り
・
い
か
に
（how

）、
い
く
―
・
い
か
ば
か
り
（how

＋
形
容
詞
）

一

上
代
歌
謡
・
和
歌
の
場
合

上
代
歌
謡
（
古
事
記
歌
謡
・
日
本
書
紀
歌
謡
・
風
土
記
歌
謡
）
お
よ
び
『
万
葉
集（

8
）』

に
お
け
る
該
当
例
は
次
の
よ
う
で
あ
る（

9
）。

例
を
あ
げ
る
（
用
例
は
、
い
ず
れ
も
『
万
葉
集
』
の
も
の
で
あ
る（
10
）。

な
お
、（
10
）

は
確
例
で
は
な
い
）。

た
ら
し
ひ
め

な

（
7
）
足
日
女
神
の
尊
の
魚
釣
ら
す
と
み
立
た
し
せ
り
し
石
を
誰
見
き
﹇
伊
志
遠

多
礼
美
吉
﹈（
八
六
九
）

（
8
）
誰
聞
き
つ
﹇
誰
聞
都
﹈
こ
ゆ
鳴
き
渡
る
雁
が
ね
の
つ
ま
呼
ぶ
声
の
と
も
し

く
も
あ
る
を
（
一
五
六
二
）

（
9
）
ぬ
ば
た
ま
の
夜
渡
る
月
を
幾
夜
経
と
﹇
伊
久
欲
布
等
﹈
数
み
つ
つ
妹
は
我

待
つ
ら
む
そ
（
四
〇
七
二
）

（
10
）
浅
茅
原
小
野
に
標
結
ひ
空
言
を
い
か
な
り
と
言
ひ
て
﹇
何
在
云
﹈
君
を
し

待
た
む
（
二
四
六
六
）

係
助
詞
を
伴
わ
な
い
疑
問
詞
疑
問
文
（
で
、
文
末
に
終
止
形
・
連
体
形
同
形
の
推
量

の
助
動
詞
「
む
」「
ら
む
」「
け
む
」
等
を
伴
わ
な
い
例
）
は
、
そ
も
そ
も
用
例
数
が

極
端
に
少
な
く（
11
）、上

代
歌
謡
・
和
歌
か
ら
は
、用
例
が
右
の
四
例
し
か
得
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、（
7
）
〜
（
10
）
の
結
び
の
終
止
形
は
、
例
え
ば
語
内
に
係
助
詞
「
ぞ
」

を
含
む
「
な
ぞ
」
の
結
び
が
す
べ
て
連
体
形
で
あ
る
の
と
比
べ
て
も
、
明
ら
か
に
規

則
的
で
あ
る
（
な
お
（
12
）（
13
）
は
確
例
で
は
な
い
）。

（
11
）
一
日
に
は
千
重
波
敷
き
に
思
へ
ど
も
な
ぞ
そ
の
玉
の
手
に
巻
き
難
き
﹇
巻

難
寸
﹈（
四
〇
九
）

（
12
）
一
昨
年
の
先
つ
年
よ
り
今
年
ま
で
恋
ふ
れ
ど
な
ぞ
も
妹
に
逢
ひ
難
き
﹇
相

難
﹈（
七
八
三
）

（
13
）
解
き
衣
の
思
ひ
乱
れ
て
恋
ふ
れ
ど
も
な
ぞ
汝
が
故
と
問
ふ
人
も
な
き
﹇
問

人
毛
無
﹈（
二
六
二
〇
）

（
14
）
い
で
な
ぞ
我
が
こ
こ
だ
く
恋
ふ
る
﹇
幾
許
戀
流
﹈
我
妹
子
が
逢
は
じ
と
言

へ
る
こ
と
も
あ
ら
な
く
に
（
二
八
八
九
）

こ
こ
に
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

Ⅰ

上
代
歌
謡
・
和
歌
で
は
、
疑
問
の
係
助
詞
を
伴
わ
な
い
疑
問
詞
疑
問
文
は
、

す
べ
て
終
止
形
で
結
び
、
例
外
が
な
い
。

二

中
古
和
歌
の
場
合

中
古
和
歌
（
八
代
集
、
私
家
集
、
中
古
散
文
資
料
中
の
和
歌（
12
））

に
お
け
る
該
当
例

は
次
の
よ
う
で
あ
る（
13
）。

例
を
あ
げ
る（
14
）。
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【
誰
】

（
15
）
よ
そ
に
の
み
雲
居
の
月
に
さ
そ
は
れ
て
待
つ
と
い
は
ぬ
が
来
た
る
誰
な
り

（
和
泉
式
部
続
集
・
九
三
二
）

【
何
】

（
16
）
月
日
を
も
数
へ
け
る
か
な
君
恋
ふ
る
数
を
も
知
ら
ぬ
我
が
身
何
な
り
（
後

撰
・
五
四
三
）

（
17
）
恋
し
き
も
思
ひ
こ
め
つ
つ
あ
る
物
を
人
に
知
ら
る
る
涙
何
な
り
（
後
撰
・

七
二
二
）

（
18
）
思
ひ
出
で
て
お
と
づ
れ
し
け
る
山
彦
の
答
へ
に
こ
り
ぬ
心
何
な
り
（
後

撰
・
八
七
六
）

「
何
な
り
」
は
（
16
）
〜
（
18
）
の
ほ
か
、
五
例（
15
）。

（
19
）
●
恋
し
さ
は
つ
ら
さ
に
か
へ
て
や
み
に
し
を
何
の
名
残
に
か
く
は
悲
し
き

（
金
葉
・
三
奏
本
・
四
五
四
）

【
い
づ
れ
】

（
20
）
君
恋
ふ
と
涙
に
濡
る
る
我
が
袖
と
秋
の
紅
葉
と
い
づ
れ
ま
さ
れ
り
（
後

撰
・
四
二
七
）

あ
し
た

（
21
）
来
や
来
や
と
待
つ
夕
暮
と
今
は
と
て
帰
る
朝
と
い
づ
れ
ま
さ
れ
り
（
後

撰
・
五
一
〇
）

や

を

か

（
22
）
八
百
日
行
く
浜
の
真
砂
と
我
が
恋
と
い
づ
れ
ま
さ
れ
り
沖
つ
島
守
（
拾

遺
・
八
八
九
）

（
23
）
く
も
る
夜
の
月
と
我
が
身
の
行
く
末
と
お
ぼ
つ
か
な
さ
は
い
づ
れ
ま
さ
れ

り
（
後
拾
遺
・
八
七
〇
、
蜻
蛉
日
記
・
四
六
）

（
24
）
た
な
ば
た
の
待
ち
つ
る
ほ
ど
の
苦
し
さ
と
あ
か
ぬ
別
れ
と
い
づ
れ
ま
さ
れ

り
（
詞
花
・
九
二
）

（
25
）
色
変
へ
ぬ
松
と
竹
と
の
末
の
世
を
い
づ
れ
久
し
と
君
の
み
ぞ
見
む
（
拾

遺
・
二
七
五
）

「
い
づ
れ
ま
さ
れ
り
」
は
（
20
）
〜
（
24
）
の
ほ
か
五
例
、「
い
づ
れ
久
し
」
は
（
25
）

の
ほ
か
二
例
。

（
26
）
●
乙
女
子
が
と
る
神
垣
の
榊
葉
と
八
年
椿
は
い
づ
れ
ひ
さ
し
き
（
能
因
法

師
集
・
一
七
七
）

【
い
つ
】

（
27
）
奥
山
の
真
木
の
葉
し
の
ぎ
降
る
雪
の
い
つ
と
く
べ
し
と
見
え
ぬ
君
か
な

（
後
拾
遺
・
六
三
六
）

（
28
）
み
か
の
原
わ
き
て
流
る
る
泉
川
い
つ
見
き
と
て
か
恋
し
か
る
ら
む
（
新
古

今
・
九
九
六
）

【
い
づ
く
】

（
29
）
世
を
そ
む
く
方
は
い
づ
く
に
あ
り
ぬ
べ
し
大
原
山
は
住
み
よ
か
り
き
や

（
新
古
今
・
一
六
四
〇
）

（
30
）
起
き
て
ゆ
く
空
も
知
ら
れ
ぬ
明
け
ぐ
れ
に
い
づ
く
の
露
の
か
か
る
袖
な
り

（
源
氏
・
若
菜
下
・
④
二
二
八
）

【
な
ど
】

（
31
）
●
た
ぎ
つ
瀬
の
な
か
に
も
淀
は
あ
り
て
ふ
を
な
ど
我
が
恋
の
淵
瀬
と
も
な

き
（
古
今
・
四
九
三
）

（
32
）
●
人
知
れ
ぬ
身
は
い
そ
げ
ど
も
年
を
経
て
な
ど
越
え
が
た
き
相
坂
の
関

（
後
撰
・
七
三
一
）

（
33
）
●
た
ま
ほ
こ
の
遠
道
も
こ
そ
人
は
行
け
な
ど
時
の
間
も
見
ね
ば
恋
し
き

（
拾
遺
・
七
三
七
）

（
34
）
●
あ
さ
ま
し
や
な
ど
か
き
絶
ゆ
る
藻
塩
草
さ
こ
そ
は
海
人
の
す
さ
び
な
り

と
も
（
金
葉
・
三
七
二
）

（
35
）
●
聞
く
人
の
な
ど
や
す
か
ら
ぬ
鹿
の
音
は
わ
が
つ
ま
を
こ
そ
恋
ひ
て
な
く
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ら
め
（
詞
花
・
一
二
四
）

（
36
）
●
夏
草
は
茂
り
に
け
れ
ど
ほ
と
と
ぎ
す
な
ど
わ
が
宿
に
一
声
も
せ
ぬ
（
新

古
今
・
一
八
九
）

（
37
）
●
時
雨
降
る
音
は
す
れ
ど
も
呉
竹
の
な
ど
よ
と
と
も
に
色
も
変
ら
ぬ
（
新

古
今
・
五
七
六
）

（
38
）
●
夏
草
の
露
分
け
衣
着
も
せ
ぬ
に
な
ど
わ
が
袖
の
か
わ
く
時
な
き
（
新
古

今
・
一
三
七
五
）

（
39
）
●
八
重
な
が
ら
色
も
変
ら
ぬ
山
吹
の
な
ど
九
重
に
咲
か
ず
な
り
に
し
（
新

古
今
・
一
四
八
〇
）

（
40
）
●
か
り
ご
ろ
も
心
の
う
ち
に
ほ
さ
な
く
に
な
ど
乱
れ
て
は
物
思
ひ
を
す
る

（
貫
之
集
・
六
六
二
）

【
い
か
な
り
】

（
41
）
な
が
ら
へ
て
あ
ら
ぬ
ま
で
に
も
こ
と
の
葉
の
深
き
は
い
か
に
あ
は
れ
な
り

け
り
（
後
撰
・
六
〇
〇
）

【
い
く
―
】

（
42
）
夏
の
夜
の
月
ま
つ
ほ
ど
の
手
す
さ
み
に
岩
も
る
清
水
い
く
む
す
び
し
つ

（
金
葉
・
一
五
四
）

（
43
）
淡
路
島
か
よ
ふ
千
鳥
の
な
く
声
に
い
く
夜
ね
ざ
め
ぬ
須
磨
の
関
守
（
金

葉
・
二
七
〇
）

（
44
）
住
吉
の
松
の
し
づ
枝
を
昔
よ
り
い
く
し
ほ
そ
め
つ
沖
つ
白
波
（
金
葉
・
三

奏
本
・
五
三
一
）

い

（
45
）
宿
り
す
る
岩
屋
の
床
の
苔
む
し
ろ
い
く
世
に
な
り
ぬ
眠
こ
そ
寝
ら
れ
ね

（
千
載
・
一
一
〇
九
）

（
46
）
い
く
と
せ
の
春
に
心
を
つ
く
し
き
ぬ
あ
は
れ
と
思
へ
み
吉
野
の
花
（
新
古

今
・
一
〇
〇
）

（
47
）
七
夕
の
と
渡
る
舟
の
梶
の
葉
に
い
く
秋
書
き
つ
露
の
玉
章
（
新
古
今
・
三

二
〇
）

（
48
）
衣
打
つ
音
は
枕
に
菅
原
や
伏
見
の
夢
を
い
く
夜
残
し
つ
（
新
古
今
・
四
七

六
）

み
な
か
み

（
49
）
年
へ
た
る
宇
治
の
橋
守
言
問
は
む
い
く
代
に
な
り
ぬ
水
の
水
上
（
新
古

今
・
七
四
三
）

（
50
）
都
を
ば
秋
と
と
も
に
ぞ
立
ち
そ
め
し
淀
の
川
霧
い
く
よ
隔
て
つ
（
新
古

今
・
八
七
六
）

（
51
）
天
に
ま
す
豊
岡
姫
に
言
問
は
む
い
く
夜
に
な
り
ぬ
象
潟
の
神
（
能
因
法
師

集
・
一
一
四
）

（
52
）
い
か
ば
か
り
秋
は
か
な
し
き
物
な
れ
ば
小
倉
の
山
の
し
か
な
き
ぬ
べ
し

（
和
泉
式
部
集
・
三
六
三
）

（
31
）
〜
（
40
）
に
み
る
よ
う
に
、
平
安
時
代
に
な
る
と
、
上
代
に
は
存
し
な
か
っ

た
﹇
な
ど
―
連
体
形
﹈
の
形
式
が
現
れ
る（
16
）。「

な
ど
」
は
「
な
に
と
」
の
転
と
考
え

ら
れ
、
係
助
詞
を
含
ん
だ
語
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
同
意
の
「
な
ぞ
」
と
の
類
推
で

連
体
形
で
結
ぶ
形
式
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
な
ぞ
」
は
「
何
ぞ
」
の
転
と
考

え
ら
れ
、
内
部
に
係
助
詞
「
ぞ
」
を
含
む
の
で
、（
11
）
〜
（
14
）
の
よ
う
に
、
文

末
は
連
体
形
で
結
ぶ
。
こ
の
、﹇
な
ど
―
連
体
形
﹈
の
形
式
の
成
立
に
よ
っ
て
、
国

語
に
、
単
独
で
文
末
に
連
体
形
を
要
求
す
る
「
係
の
副
詞（
17
）」

と
し
て
の
疑
問
詞
が
登

場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
中
古
和
歌
で
は
、（
19
）（
26
）
の
よ
う
な
例
が

存
す
る
も
の
の
、
な
お
、「
な
ど
」
を
除
く
単
独
の
疑
問
詞
疑
問
文
は
終
止
形
で
結

ん
で
お
り
、
上
代
語
の
状
況
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
中
古
和
歌
に
お
け
る﹇
疑
問
詞
―

終
止
形
﹈
形
式
は
、
上
代
語
の
語
法
を
継
承
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う（
18
）。
以
上
、

次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

Ⅱ

平
安
時
代
に
な
っ
て
、﹇
な
ど
―
連
体
形
﹈
の
形
式
が
現
れ
、
単
独
で
文
末
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誰

何

い
づ
れ

い
つ

い
づ
く

な
ど

い
か
な
り

い
く
―

終
止
形

1

1

1

連
体
形

1

2

4

56

6

2

に
連
体
形
を
要
求
す
る
「
係
の
副
詞
」
と
し
て
の
疑
問
詞
が
国
語
に
登
場
し

た
。

Ⅲ

中
古
和
歌
の
﹇
疑
問
詞
―
終
止
形
﹈
の
形
式
は
、
上
代
語
を
継
承
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

三

中
古
散
文
の
場
合

中
古
散
文
資
料
12
種（
19
）に

お
け
る
該
当
例
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

例
を
あ
げ
る
。

【
誰
】

（
53
）
●
「
誰
と
聞
こ
え
し
」
な
ど
の
た
ま
ふ
。（
う
つ
ほ
・
俊
蔭
・
二
三
）

【
何
】

（
54
）
何
お
ほ
す
。
い
ま
金
す
こ
し
に
こ
そ
あ
な
れ
。（
竹
取
・
一
九
オ
）

（
55
）
●
何
を
も
ち
て
と
か
く
申
す
べ
き
。（
竹
取
・
一
一
オ
）

（
56
）
●
何
な
ら
ば
、
か
く
し
給
は
ん
と
す
る
。（
う
つ
ほ
・
国
譲
上
・
七
〇
四
）

（
54
）
は
「
何
思
す
」
と
解
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
終
止
形
の
確
例
で

は
な
く
な
る
。

【
い
づ
れ
】

（
57
）
年
の
内
出
で
来
る
節
会
の
中
に
、
い
づ
れ
、
い
と
切
に
労
あ
り
。
定
め
申

さ
れ
よ
や
。（
う
つ
ほ
・
内
侍
の
か
み
・
四
一
三
）

【
い
づ
く
】

（
58
）
●「
い
づ
く
に
い
か
や
う
に
て
あ
ひ
つ
る
」と
問
は
せ
給
へ
ば（
う
つ
ほ
・

国
譲
下
・
八
三
五
）

（
59
）
●「
い
づ
く
よ
り
参
り
来
べ
き
」と
聞
こ
え
給
へ
ば（
う
つ
ほ
・
楼
上
上
・

九
一
五
）

（
60
）
●
「
い
づ
こ
よ
り
こ
し
。
き
て
う
（＝

「
き
て
う
」
ハ
未
詳
）
よ
り
や
。」

（
う
つ
ほ
・
菊
の
宴
・
三
四
九
）

（
61
）
●
「
い
づ
こ
よ
り
入
り
来
つ
る
」
と
問
ふ
な
り
つ
る
は
（
紫
式
部
日
記
・

二
九
四
）

【
な
ど
】

（
62
）
●
「
な
ど
い
ら
へ
も
せ
ぬ
」
と
言
へ
ば
（
伊
勢
・
一
四
五
）

「
な
ど
／
な
ど
て
―
連
体
形
」
は
（
62
）
の
ほ
か
、
55
例
。

【
い
か
な
り
】

（
63
）
か
か
れ
ば
こ
そ
は
、
人
な
く
て
（＝

人
ヲ
使
ワ
ズ
ニ
）
年
ご
ろ
経
つ
れ
。

つ
ひ

﹇
人
ヲ
使
エ
バ
﹈
い
か
な
る
費
え
あ
り
。（
う
つ
ほ
・
藤
原
の
君
・
八
九
）

ち
ょ
う

（
64
）
●
「
い
か
に
い
か
に
懲
じ
給
ひ
し
」
と
問
へ
ば
（
落
窪
・
一
八
二
）

（
65
）
●
老
い
た
る
と
見
し
お
と
ど
の
、
い
か
に
幼
き
子
を
も
給
へ
り
け
る
。（
落

窪
・
二
四
二
）

（
66
）
●
ま
て
や
、
こ
は
い
か
に
仰
せ
ら
る
る
。（
源
氏
・
玉
鬘
・
③
九
八
）

（
67
）
●「
い
か
な
れ
ば
、
か
う
な
き
か
と
尋
ぬ
ば
か
り
ま
で
は
見
え
ざ
り
つ
る
」

と
仰
せ
ら
る
る
に
（
枕
草
子
・
二
四
九
）

（
68
）
●
い
と
い
と
ほ
し
う
て
い
か
な
り
し
な
ど
も
問
ひ
聞
こ
え
給
は
ず
（
源

氏
・
夕
霧
・
④
四
二
三
）

（
69
）
●
か
く
思
し
か
ま
ふ
る
心
の
ほ
ど
を
も
、
い
か
な
り
け
る
と
か
は
推
し
は

か
り
給
は
む
。（
源
氏
・
総
角
・
⑤
二
六
六
）

な
お
、（
63
）
は
疑
問
文
で
は
な
い
と
す
る
考
え
方
も
あ
り
得
よ
う
。
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【
い
く
―
】

お
と

（
70
）
●
弟
宮
は
、
い
く
ら
ほ
ど
大
き
に
お
は
す
る
。（
う
つ
ほ
・
蔵
開
中
・
五

九
四
）

（
71
）
●
四
の
君
は
い
く
ら
大
き
さ
に
成
り
給
ひ
ぬ
る
。（
落
窪
・
八
五
）

右
に
み
る
よ
う
に
、
中
古
散
文
に
あ
っ
て
は
、（
54
）（
57
）（
63
）
な
ど
の
若
干

の
例
外
―
そ
れ
も
（
54
）（
63
）
は
別
の
解
釈
が
あ
り
、
残
っ
た
（
57
）
も
『
う
つ

ほ
物
語
』
と
い
う
本
文
上
に
不
安
の
残
る
用
例
で
あ
る（
20
）―
を
除
い
て
、
単
独
の
疑
問

詞
は
す
べ
て
述
語
に
連
体
形
を
要
求
す
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、（
72
）
〜
（
76
）
の
よ
う
な
句
型
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
形
式
上
、﹇
疑
問
詞
―
終
止
形
﹈
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
疑
問
文
で

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
（
72
）
は
、「
夕
顔
が
ど
う
お
な
り
に
な
っ
た
と

人
に
言
い
ま
し
ょ
う
」
の
意
で
あ
っ
て
、「
い
か
に
な
り
給
ひ
に
き
（＝

ド
ウ
オ
ナ

リ
ニ
ナ
ッ
タ
ノ
デ
ス
カ
）」
と
い
う
疑
問
文
で
は
な
い（
21
）。

（
72
）
い
か
に
な
り
給
ひ
に
き
と
か
人
に
も
言
ひ
侍
ら
ん
。（
源
氏
・
夕
顔
・
①

一
七
九
）

（
73
）
こ
こ
に
は
い
か
に
思
ひ
聞
こ
え
た
り
と
か
見
る
。（
蜻
蛉
日
記
・
五
六
）

（
74
）
こ
こ
（＝

私
）
に
は
ま
た
い
く
ば
く
立
ち
後
れ
奉
る
べ
し
と
て
か
、
そ
の

（＝

女
三
宮
ノ
）
御
後
見
の
こ
と
を
ば
受
け
取
り
聞
こ
え
む
。（
源
氏
・

若
菜
上
・
④
三
九
）

（
75
）
よ
ば
ふ
男
二
人
な
む
あ
り
け
る
。
…
暮
る
れ
ば
も
ろ
と
も
に
来
あ
ひ
ぬ
。

物
を
お
こ
す
れ
ば
、
た
だ
同
じ
や
う
に
お
こ
す
。
い
づ
れ
ま
さ
れ
り
と
い

ふ
べ
く
も
あ
ら
ず
。（
大
和
・
三
一
二
）

（
76
）
い
く
そ
ば
く
、
い
く
ち
と
せ
経
た
り
と
知
ら
ず
。（
土
佐
・
一
一
）

疑
問
詞
が
疑
問
で
は
な
く
不
定
を
表
す
場
合
、（
77
）
〜
（
81
）
の
よ
う
に
、
文
末

は
必
ず
通�

常�

の�

終�

止�

の�

形�

（
係
助
詞
に
対
す
る
曲
調
終
止
や
命
令
形
を
含
む
）
で
結

ぶ（
22
）。（

72
）
〜
（
76
）
も
こ
れ
と
同
様
の
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
77
）
何
の
し
る
し
あ
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。（
竹
取
・
三
オ
）

（
78
）
何
事
に
も
あ
ら
ず
。（
平
中
・
二
一
）

（
79
）
何
事
も
お
ぼ
つ
か
な
か
ら
ず
の
た
ま
へ
。（
落
窪
・
二
二
〇
）

（
80
）
月
影
は
、
い
か
な
る
所
に
て
も
あ
は
れ
な
り
。（
枕
草
子
・
二
八
七
）

（
81
）
誰
も
知
り
が
た
し
。（
源
氏
・
絵
合
・
②
三
八
〇
）

以
上
に
み
る
よ
う
に
、
中
古
散
文
に
あ
っ
て
は
、
係
助
詞
を
伴
わ
な
い
疑
問
詞
疑

問
文
は
、
一
般
に
連
体
形
で
結
ぶ
と
捉
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
萩
原
広
道
の
主

張
は
、
上
代
に
あ
っ
て
は
正
し
い
が
、
中
古
散
文
に
あ
っ
て
は
不
当
で
あ
る
と
評
さ

れ
る（
23
）。

疑
問
詞
が
係
助
詞
を
伴
わ
な
く
て
も
連
体
形
で
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
通
常

の
疑
問
文
の
文
末
が
連
体
形
で
結
ぶ
こ
と
か
ら
の
類
推
に
よ
る
も
の
と
思
う
が
、
上

代
の
状
況
に
み
る
よ
う
に
、
国
語
の
疑
問
詞
は
、
係
助
詞
を
伴
わ
な
い
場
合
、
本�

来�

終
止
形
で
結
ば
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
語
法
の
残
存
が
和
歌
、
ま
た
時
に
散
文

に
も
み
ら
れ
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
中
古
散
文
に
あ
っ
て
は
、
―
―
稀
に
﹇
疑
問
詞
―
終
止
形
﹈
の
句
型
の
疑

問
詞
疑
問
文
も
み
ら
れ
る
も
の
の
―
―
﹇
疑
問
詞
―
連
体
形
﹈
の
句
型
が
基
本
で
あ

る
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
、

（
82
）
誰
な
ら
む
。（
源
氏
・
若
紫
・
二
五
七
）

（
83
）
若
君
は
い
づ
く
に
お
は
し
ま
す
な
ら
む
。（
源
氏
・
空
蝉
・
一
二
三
）

（
84
）
香
炉
峰
の
雪
い
か
な
ら
む
。（
枕
草
子
・
二
六
八
）

の
よ
う
な
例
に
お
け
る
文
末
の
「
む
」
は
連
体
形
と
考
え
る
の
が
よ
い
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

以
上
、
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

Ⅳ

中
古
散
文
に
あ
っ
て
は
、
疑
問
の
係
助
詞
を
伴
わ
な
い
疑
問
詞
疑
問
文
は
連
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体
形
で
結
ぶ
の
を
基
本
と
す
る（
24
）。

四

結
論

本
稿
で
は
、
疑
問
の
係
助
詞
を
伴
わ
な
い
疑
問
詞
疑
問
文
の
結
び
（
文
末
形
式
）

に
つ
い
て
、
次
の
諸
点
を
述
べ
た
。

Ⅰ

上
代
歌
謡
・『
万
葉
集
』
で
は
、
疑
問
の
係
助
詞
を
伴
わ
な
い
疑
問
詞
疑
問

文
は
、
す
べ
て
終
止
形
で
結
び
、
例
外
が
な
い
。

Ⅱ

平
安
時
代
に
な
っ
て
、﹇
な
ど
―
連
体
形
﹈
の
形
式
が
現
れ
、
単
独
で
文
末

に
連
体
形
を
要
求
す
る
「
係
の
副
詞
」
と
し
て
の
疑
問
詞
が
国
語
に
登
場
し

た
。

Ⅲ

中
古
和
歌
の
﹇
疑
問
詞
―
終
止
形
﹈
の
形
式
は
、
上
代
語
を
継
承
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅳ

中
古
散
文
に
あ
っ
て
は
、
疑
問
の
係
助
詞
を
伴
わ
な
い
疑
問
詞
疑
問
文
は
連

体
形
で
結
ぶ
の
を
基
本
と
す
る
。

注

（
1
）
使
用
テ
キ
ス
ト
は
注
（
8
）（
12
）（
19
）
参
照
。
所
在
は
、
散
文
は
使
用
テ
キ
ス
ト
の
ペ
ー

ジ
数
、
和
歌
は
使
用
テ
キ
ス
ト
の
歌
番
号
で
示
す
。
出
典
の
名
称
は
「
物
語
」「
和
歌
集
」
な

ど
を
省
略
す
る
。
引
用
に
あ
た
り
、
表
記
は
私
に
改
め
た
。
な
お
、
以
下
で
は
、「
大
系
」（
日

本
古
典
文
学
大
系
）、「
新
大
系
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）、「
新
全
集
」（
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
）
の
略
称
を
用
い
る
。

（
2
）
小
柳
智
一
（
二
〇
〇
一
）
が
説
く
よ
う
に
、
現
代
理
解
さ
れ
て
い
る
「
係
結
」
の
範
囲
は
、

広
道
の
「
係
結
」
を
基
礎
と
し
、
宣
長
の
「
本
末
」
を
直
接
の
基
礎
と
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。

（
3
）
小
川
栄
一
（
一
九
八
七
）
は
、
文
末
が
確
定
の
表
現
の
と
き
に
は
連
体
形
、
判
定
・
未
定

の
表
現
の
と
き
に
は
終
止
形
で
結
ぶ
と
主
張
す
る
。

（
4
）
用
例
数
を
示
し
て
の
調
査
報
告
と
し
て
は
、
三
宅
尚
子
（
一
九
八
五
）
の
上
代
歌
謡
お
よ

び
『
万
葉
集
』
の
調
査
、
高
瀬
正
一
（
一
九
八
九
）
の
『
源
氏
物
語
』
の
調
査
が
あ
る
が
、

通
時
的
に
用
例
数
を
示
し
た
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
し
、
三
宅
尚
子
（
一
九
八
五
）、
高
瀬

正
一
（
一
九
八
九
）
の
処
理
に
も
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
例
え
ば
、
三
宅
尚
子
（
一
九
八
五
）

は
、「

―
終
止
形
。」
で
人
に
問
う
形
が
あ
っ
た
と
す
る
よ
り
も
、「

―
連
体
形
。」

で
人
に
問
う
形
が
あ
っ
た
と
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

と
し
て
、「
汝
は
い
か
に
思
ふ
」（
万
葉
集
・
三
三
〇
九
）
の
「
思
ふ
」
を
連
体
形
と
し
て
数

え
て
い
る
し
（
こ
れ
で
は
こ
の
問
題
の
調
査
に
な
ら
な
い
）、
高
瀬
正
一
（
一
九
八
九
）
は
「
い

か
に
多
か
る
涙
な
り
け
り
」（
古
今
和
歌
六
帖
）
を
引
き
歌
と
す
る
、

・「
い
か
に
多
か
る
」
な
ど
ま
づ
思
し
出
で
ら
る
る
に
（
幻
）

を
「
疑
問
詞
―
連
体
形
」
の
例
と
し
て
数
え
て
い
る
。
ま
た
、
高
瀬
正
一
（
一
九
八
九
）
が

「
疑
問
詞
―
終
止
形
」
の
「
確
例
」
と
し
て
あ
げ
る
、

・
い
か
に
な
り
給
ひ
に
き
と
か
人
に
も
言
ひ
侍
ら
ん
。（
夕
顔
）

は
、
本
稿
第
三
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
疑
問
文
で
は
な
い
。

（
5
）
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
。

・
誰
な
り
と
（＝

誰
デ
ア
ッ
テ
モ
）
お
く
れ
先
立
つ
ほ
ど
あ
ら
ば
形
見
に
し
の
べ
水
茎
の
跡

（
新
古
今
・
一
九
八
七
・
切
出
歌
）

・
津
の
国
の
な
に
は
思
は
ず
（＝

他
ニ
何
モ
願
ワ
ナ
イ
）
山
城
の
と
は
に
あ
ひ
見
ん
こ
と
を

の
み
こ
そ
（
古
今
・
六
九
六
）

・
背
け
ど
も
天
の
下
を
し
離
れ
ね
ば
い
づ
く
に
も
降
る
涙
な
り
け
り
（
新
古
今
・
一
七
四
四
）

（
6
）
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
例
を
除
く
。

・
大
夫
は
い
づ
こ
に
行
き
た
り
つ
る
ぞ
。（
蜻
蛉
日
記
・
一
八
三
）

・
何
に
な
り
給
へ
る
ぞ
。（
枕
草
子
・
七
六
）

・
ふ
る
さ
と
の
な
ら
し
の
岡
に
ほ
と
と
ぎ
す
事
伝
て
や
り
き
い
か
に
告
げ
き
や
（
拾
遺
・
一

〇
七
七
）

（
7
）
注
4
に
あ
げ
た
「
い
か
に
多
か
る
」（
源
氏
・
幻
・
④
五
四
二
）
や
、「
何
に
か
か
れ
る
」（
源

氏
・
宿
木
・
⑤
三
九
五
）
の
類
。

（
8
）
上
代
歌
謡
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
3
古
代
歌
謡
集
』（
岩
波
書
店
刊
）、『
万
葉
集
』
は
『
万
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葉
集C
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版
』（
塙
書
房
刊
）
に
よ
る
。

（
9
）
以
下
、
表
の
「
い
づ
く
」
に
は
「
い
づ
こ
、
い
づ
ち
」、「
な
ど
」
に
は
「
な
ど
て
」、「
い

か
な
り
」
に
は
「
い
か
に
」、「
い
く
―
」
に
は
「
い
か
ば
か
り
」
を
含
む
。

（
10
）
上
代
歌
謡
に
は
例
を
得
な
か
っ
た
（
例
え
ば
「
い
づ
く
に
至
る
」（
古
事
記
歌
謡
・
四
二
）

は
「
至
る
」
が
終
止
形
・
連
体
形
同
形
な
の
で
採
れ
な
い
）。

（
11
）
逆
に
言
え
ば
、
疑
問
詞
疑
問
文
は
、
疑
問
の
係
助
詞
を
伴
う
か
、
文
末
に
推
量
の
助
動
詞

「
む
」「
ら
む
」「
け
む
」「
ま
し
」「
じ
」・
終
助
詞
「
ぞ
」
を
伴
う
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方

で
あ
る
の
が
、
常
態
な
の
で
あ
る
。

（
12
）
八
代
集
は
、
古
今
・
千
載
は
岩
波
文
庫
、
後
撰
・
拾
遺
・
後
拾
遺
・
金
葉
（
二
度
本
）・
詞

花
は
新
大
系
、
新
古
今
は
角
川
文
庫
に
よ
る
（
用
例
の
検
索
に
は
『
八
代
集
総
索
引
』（
大
学

堂
書
店
刊
）
を
用
い
た
）。
私
家
集
は
、
次
の
索
引
・
テ
キ
ス
ト
か
ら
採
集
し
た
。

『
紀
貫
之
全
歌
集
総
索
引
』（
大
学
堂
書
店
刊
）、『
私
家
集

小
町
・
業
平
・
遍
昭
・
友
則
・

能
因
・
範
永

総
索
引
』（
大
学
堂
書
店
刊
）、『
伊
勢
集

斎
宮
集

語
彙
索
引
」（
笠
間
書

院
刊
）、『
紫
式
部
日
記
語
彙
用
例
総
索
引

付
録
紫
式
部
集
索
引
』（
勉
誠
社
刊
）、『
和
泉
式

部
集
・
和
泉
式
部
集
続
集
』（
岩
波
文
庫
）

散
文
資
料
中
の
和
歌
と
は
、
注
（
19
）
に
あ
げ
た
資
料
中
の
和
歌
の
例
で
あ
る
。

（
13
）
遍
昭
集
の
「
ま
だ
き
宿
に
も
い
く
か
は
ふ
る
」（
一
四
）
は
、
新
編
国
歌
大
観
「
ま
た
き
や

ど
に
も
い
く
よ
か
は
ふ
る
」
に
よ
り
採
ら
な
い
。

（
14
）
以
下
、
用
例
の
上
の
「
●
」
印
は
、
疑
問
の
係
助
詞
を
伴
わ
な
い
疑
問
詞
疑
問
文
が
連
体

形
で
結
ば
れ
て
い
る
用
例
を
示
す
。

（
15
）
上
に
助
詞
「
や
」
を
含
む
場
合
を
除
く
。
上
に
助
詞
「
や
」
が
あ
る
場
合
は
、
八
代
集
で
、

①
の
よ
う
に
終
止
形
で
結
ん
だ
例
が
五
例
（
①
の
ほ
か
、
後
撰
七
一
九
、
後
拾
遺
六
三
七
、

同
六
五
二
、
詞
花
三
七
五
）、
②
の
よ
う
に
連
体
形
で
結
ん
だ
例
が
三
例
（
②
の
ほ
か
、
拾
遺

一
一
五
七
、
千
載
六
七
四
）
存
す
る
。

①
涙
河
流
す
寝
覚
も
あ
る
物
を
払
ふ
ば
か
り
の
露
や�

何
な
り
（
後
撰
・
七
七
一
）

②
唐
衣
竜
よ
り
落
つ
る
水
な
ら
で
我
が
袖
濡
ら
す
物
や�

何
な
る
（
拾
遺
・
一
一
八
九
）

（
16
）
こ
の
事
実
は
、
す
で
に
三
宅
尚
子
（
一
九
八
五
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
17
）
三
浦
和
雄
（
一
九
七
四
）
第
四
章
。

（
18
）
舩
城
俊
太
郎
（
一
九
七
三
）
は
、﹇
疑
問
詞
―
終
止
形
﹈
の
形
式
は
、
上
代
で
も
和
歌
だ
け

に
用
い
ら
れ
る
特
別
な
表
現
で
あ
っ
た
と
す
る
。
舩
城
も
言
う
よ
う
に
、
用
例
が
乏
し
す
ぎ

て
明
確
な
判
断
が
下
せ
な
い
が
、
舩
城
説
で
は
、
和
歌
以
外
で
は
連
体
形
で
終
止
す
る
も
の

が
、
な
ぜ
和
歌
だ
け
は
終
止
形
で
終
止
す
る
表
現
が
用
い
ら
れ
た
の
か
、
説
明
に
窮
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
ミ
語
法
や
、「
植
ゑ
お
き
し
我
や
は
見
べ
き
花
す
す
き
」（
和
泉
式
部
集
・
七

四
八
）
の
よ
う
に
、
和
歌
に
古
い
時
代
の
語
法
が
残
存
す
る
こ
と
は
多
い
の
で
あ
り
、
こ
の

形
式
も
古
い
時
代
の
語
法
の
残
存
と
み
た
方
が
穏
や
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
表
現
形
式

は
後
世
ま
で
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
。

・
明
か
し
か
ね
窓
暗
き
夜
の
雨
の
音
に
寝
覚
め
の
心
い
く
し
ほ
れ
し
つ
（
玉
葉
和
歌
集
・
二

一
七
一
・
永
福
門
院
）

（
19
）
使
用
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
用
例
の
検
索
に
用
い
た
索
引
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
竹
取
物
語
総
索
引
』（
武
蔵
野
書
院
刊
）、『
土
左
日
記
総
索
引
』（
日
本
大
学
人
文
科
学
研

究
所
刊
）、
伊
勢
物
語
（
大
系
、『
伊
勢
物
語
総
索
引
』
明
治
書
院
刊
）、
大
和
物
語
（
大
系
、

『
大
和
物
語
語
彙
索
引
』
笠
間
書
院
刊
、
附
載
説
話
を
除
く
）、『「
平
中
物
語
」
研
究
と
索
引
』

（
渓
水
社
刊
）、
落
窪
物
語
（
大
系
、『
落
窪
物
語
総
索
引
』
明
治
書
院
刊
）、『
う
つ
ほ
物
語

の
総
合
研
究
』（
勉
誠
出
版
刊
）、『
か
げ
ろ
ふ
日
記
総
索
引
』（
風
間
書
房
刊
）、『
枕
草
子
総

索
引
』（
右
文
書
院
刊
）、
源
氏
物
語
（
新
全
集
、『C

D
-R

O
M

角
川
古
典
大
観
源
氏
物
語
』
角

川
書
店
刊
）、
紫
式
部
日
記
（
新
大
系
、『
紫
式
部
日
記
語
彙
用
例
総
索
引
』
勉
誠
社
刊
）、『
和

泉
式
部
日
記
総
索
引
』（
武
蔵
野
書
院
刊
）

（
20
）
用
例
（
57
）
に
つ
い
て
、
新
全
集
も
、
室
城
秀
之
『
う
つ
ほ
物
語
全
』（
お
う
ふ
う
刊
）
も
、

「
労
あ
る
」
に
本
文
を
校
訂
し
て
い
る
。

（
21
）
な
お
、
補
文
に
疑
問
詞
を
も
つ
と
き
、
補
文
が
独
立
し
た
一
文
と
し
て
取
り
出
せ
な
く
な

る
現
象
は
種
々
に
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

①
﹇
ど
こ
へ
行
け
﹈
と
い
う
の
か
。

②
﹇
誰
見
よ
﹈
と
花
咲
け
る
ら
む
（
古
今
・
八
五
六
）

で
は
、
補
文
は
、「
ど
こ
へ
行
け
」「
誰
見
よ
」
と
い
う
命
令
文
と
し
て
取
り
出
せ
な
い
し
（
中

村
幸
弘
（
一
九
九
七
）
参
照
）、

③
﹇
名
古
屋
へ
行
っ
た
﹈
こ
と
が
な
い
。

④
﹇（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
）
ど
こ
へ
も
行
っ
た
﹈
こ
と
が
な
い
。

で
は
、
③
は
補
文
「
名
古
屋
へ
行
っ
た
」
が
一
文
と
し
て
成
立
す
る
が
、
④
で
は
「
ど
こ
へ

も
行
っ
た
」
と
い
う
独
立
し
た
文
が
「
こ
と
」
を
修
飾
し
て
い
る
と
は
捉
え
ら
れ
な
い
（
③

④
は
、
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
外
国
語
学
部
、
吉
村
敬
子
氏
か
ら
の
教
示
（
直
話
）
に
よ
る
）。

（
72
）
〜
（
76
）
は
疑
問
文
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
句
型
に
、
も
と
も
と
疑
問
詞

の
結
び
が
終
止
形
で
あ
っ
た
古
い
語
法
が
残
っ
た
と
も
解
釈
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
上
代
の
例（
9
）
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は
、（
72
）
〜
（
76
）
と
同
じ
も
の
と
も
捉
え
ら
れ
る
。

（
22
）
な
お
、
次
の
よ
う
な
例
に
注
意
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
連
体
形
終
止
の
文
に
な
っ
て
い
る
と

解
さ
れ
る
。

・
な
に
事
す
る
と
も
見
え
で
う
し
ろ
ざ
ま
に
行
く
、
い
か
な
る
に
か
あ
ら
む
。（
枕
草
子
・
二

一
四
〈
参
照
「
な
に
わ
ざ
す
と
も
な
き
や
う
な
れ
ど
」
枕
草
子
・
六
一
〉

（
23
）
な
お
、（
57
）
の
よ
う
な
、﹇
疑
問
詞
―
終
止
形
﹈
の
句
型
は
、
後
世
に
も
ご
く
ま
れ
に
み

ら
れ
る
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
る
（
左
例
②
は
反
語
の
例
で
あ
る
）。

た
び

①
「
さ
て
も
、
こ
の
の
の
し
る
無
量
寿
院
に
は
、
い
く
度
参
り
て
拝
み
奉
り
給
ひ
つ
」
と
﹇
世

次
ガ
繁
樹
ニ
﹈
言
へ
ば
、﹇
繁
樹
ハ
﹈「
お
の
れ
は
、
…
…
、
試
楽
と
い
ふ
こ
と
、
三
日
か

ね
て
せ
し
め
給
ひ
し
に
な
む
参
り
て
侍
り
し
」
と
言
へ
ば
、
世
次
、「
お
の
れ
は
、
度
々
参

り
侍
り
。
…
」（
大
鏡
・
新
全
集
・
三
五
六
）

②
「
唐
の
后
の
死
な
む
﹇
コ
ト
ハ
﹈、
日
本
に
な
に
苦
し
（＝

反
語
）」
と
た
だ
一
言
い
は
れ

た
り
け
れ
ば
（
十
訓
抄
・
新
全
集
・
六
二
）

（
24
）
こ
の
Ⅳ
は
、
通
説
と
結
果
と
し
て
変
わ
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
通
説
は
、
舩
城
俊
太
郎
（
一

九
七
三
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
萩
原
広
道
説
を
検
討
し
、
そ
れ
を
否
定
し
た
上
で
説
か
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
単
に
、
萩
原
広
道
説
の
存
在
を
知
ら
ず
、
本
居
宣
長
『
詞
玉
緒
』
に

そ
の
ま
ま
従
っ
て
い
る
面
が
多
分
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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史
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瀬
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茂
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磨
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